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「
口
腔
の
情
報
力
」

静
岡
県
８
０
２
０
推
進
住
民
会
議
委
員

静
岡
新
聞　

社
会
部
長

川

内

十

郎

　

昨
年
12
月
の
弊
紙
に
、
「
子

ど
も
の
口
腔
内
の
状
態
か
ら
虐

待
を
早
期
発
見
し
よ
う
と
、
県

と
県
歯
科
医
師
会
が
連
携
し
、

対
応
を
強
化
し
て
い
る
」
と
の

記
事
が
載
っ
た
。
虐
待
を
受
け

て
い
る
子
ど
も
は
、
親
が
適
切

な
治
療
を
受
け
さ
せ
て
い
な
い

な
ど
の
理
由
で
む
し
歯
が
多
か

っ
た
り
、
暴
行
に
よ
る
傷
が
口

の
中
に
で
き
て
い
る
ケ
ー
ス
が

あ
る
と
い
う
。
記
事
を
書
い
た

社
会
部
の
医
療
担
当
記
者
に
聞

く
と
、
診
察
に
訪
れ
た
子
ど
も

や
保
護
者
の
様
子
か
ら
虐
待
が

疑
わ
れ
る
場
合
に
関
係
機
関
に

連
絡
す
る
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
を
作
成
す
る
な
ど
、
本
県

で
の
取
り
組
み
は
全
国
的
に
見

て
も
進
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
。
記
事
の
中
で
専
門
家
も

触
れ
て
い
た
が
、
歯
科
医
師
の

方
々
が
日
々
の
診
療
の
中
で
虐

待
か
ら
子
ど
も
を
救
え
る
と
い

う
意
識
を
持
ち
、
情
報
共
有
と

迅
速
な
対
応
に
つ
な
が
る
よ
う
、

行
政
や
学
校
、
警
察
な
ど
関
係

機
関
と
連
携
を
深
め
る
こ
と
で

実
効
性
は
さ
ら
に
高
ま
る
だ
ろ

う
。

　

事
件
や
事
故
、
災
害
な
ど
で

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
遺
体
の
身

元
確
認
で
は
、
身
体
的
特
徴
や

所
持
品
で
分
か
ら
な
い
場
合
、

歯
型
鑑
定
が
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
鑑
定
な

ど
と
と
も
に
有
力
な
決
め
手
に

な
る
。
特
に
大
規
模
災
害
の
時

は
有
効
で
、
東
日
本
大
震
災
の

犠
牲
者
の
身
元
確
認
で
は
、
歯

型
鑑
定
に
よ
る
も
の
が
Ｄ
Ｎ
Ａ

鑑
定
の
約
7
倍
だ
っ
た
と
報
じ

ら
れ
た
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
で
身
元
を
特

定
す
る
に
は
、
家
に
残
さ
れ
た

髪
の
毛
や
皮
膚
片
な
ど
の
試
料

が
欠
か
せ
な
い
。
し
か
し
、
同

震
災
で
は
家
族
全
員
が
亡
く
な

っ
た
り
、
家
が
流
さ
れ
た
り
し

た
た
め
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
照
合
す
る

試
料
が
得
ら
れ
に
く
か
っ
た
と

い
う
。
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
本
県
の

歯
科
医
師
側
の
備
え
と
し
て
、

迅
速
な
身
元
確
認
の
た
め
の
現

場
技
術
の
向
上
や
歯
科
情
報
を

長
期
間
、
安
全
に
保
管
す
る
た

め
の
体
制
づ
く
り
に
期
待
し
た

い
。

　

８
０
２
０
の
推
進
に
関
わ
ら

せ
て
い
た
だ
き
、
口
に
は
そ
の

人
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
状
態
が

映
し
出
さ
れ
、
「
口
は
全
身
の

鏡
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
こ
と

を
知
っ
た
。
内
科
的
な
疾
患
は

も
と
よ
り
、
生
活
習
慣
や
身
体

ケ
ア
の
状
況
、
ス
ト
レ
ス
な
ど

精
神
状
態
も
現
れ
る
こ
と
が
報

「平成29年度  8020推進・
静岡県大会 in 島田」開催

〈大会概要〉
・表彰
　8020県民表彰（県知事賞）
　8020推進財団理事長賞
　8020図画ポスター

・講演：北折　一 氏
　　　 （元NHK ためしてガッテンプロデューサー）

・歯科保健活動発表

日時：平成29年11月5日（日）
　　　13：00～16：00
会場：プラザおおるり（島田市中央町5-1）

予告

告
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
相
関

関
係
を
精
査
す
る
こ
と
で
、
口

腔
の
状
況
か
ら
読
み
取
れ
る
こ

と
が
ま
だ
ま
だ
出
て
く
る
だ
ろ

う
。

　

新
年
早
々
、
元
部
下
の
男
性

記
者
の
結
婚
式
に
招
か
れ
た
。

お
相
手
は
、
通
っ
て
い
た
歯
科

医
院
の
歯
科
衛
生
士
の
方
で
、

女
性
院
長
が
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
だ

っ
た
と
い
う
。
院
長
先
生
は
彼

を
口
の
中
か
ら
も
、
「
ふ
さ
わ

し
い
男
性
」
と
判
断
し
た
の
で

は
な
い
か
。
「
口
腔
の
情
報

力
」
に
興
味
が
尽
き
な
い
。
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８
０
２
０
推
進
員
の活動

　

８
０
２
０
推
進
員
が
累
計
で

1
万
人
を
超
え
、
８
０
２
０
の

達
成
率
が
40
％
台
後
半
ま
で
伸

び
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
８
０
２

０
推
進
員
の
方
々
の
活
動
の
賜

物
で
す
。
県
民
の
さ
ら
な
る
健

康
寿
命
の
延
伸
の
た
め
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
８
０
２
０
運
動
に

加
え
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
対

策
を
新
た
な
８
０
２
０
推
進
員

の
活
動
と
し
て
導
入
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
は

　
「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
」
聞

き
な
れ
な
い
言
葉
だ
と
思
い
ま

す
。
オ
ー
ラ
ル
は
口
腔
（
口
）

と
い
う
意
味
で
、
フ
レ
イ
ル
は

虚
弱
と
い
う
意
味
で
す
。
直
訳

す
れ
ば
「
口
の
虚
弱
」
と
い
う

意
味
に
な
り
ま
す
。
た
だ
、
虚

弱
と
い
う
言
葉
が
少
々
イ
メ
ー

ジ
を
損
な
う
こ
と
か
ら
「
口
の

衰
え
」
と
捉
え
て
も
ら
え
れ
ば

よ
ろ
し
い
と
思
い
ま
す
。
日
本

歯
科
医
師
会
は
、
厚
生
労
働
省

の
提
言
を
受
け
、「
８
０
２
０

運
動
」
に
加
え
、
健
康
長
寿
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
「
オ
ー

ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
予
防
」
と
い

う
新
た
な
考
え
方
を
示
し
ま
し

た
。オ

ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と

フ
レ
イ
ル

　

フ
レ
イ
ル
と
は
、F
ried

ら

が
提
唱
し
たfrailty
（
フ
レ
イ

ル
テ
ィ
）
の
日
本
語
訳
で
す
。

高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に
陥
る

過
程
に
は
、運
動
機
能
の
低
下
、

認
知
機
能
の
低
下
、
精
神
活
動

の
低
下
な
ど
健
康
障
害
や
精
神

障
害
を
起
こ
し
や
す
い
脆
弱
な

状
態
を
経
る
こ
と
が
多
く
、
こ

れ
ら
の
状
態
の
概
念
を
日
本
老

年
医
学
会
は
「
フ
レ
イ
ル
」
と

し
て
提
唱
し
て
い
ま
す
（
下
図

参
照
）。

　

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
は
フ
レ

イ
ル
の
初
期
段
階
に
み
ら
れ
る

症
状
で
、（
1
）
滑
舌
の
衰
え

（
2
）
食
べ
こ
ぼ
し
（
3
）
僅

か
の
む
せ
（
4
）
噛
め
な
い
食

品
の
増
加
な
ど
の
症
状
が
特
徴

で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
適
切
な

介
入
・
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と

に
よ
り
生
活
機
能
の
維
持
向
上

が
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

柏
市
で
は
、
フ
レ
イ
ル
の
概

念
を
取
り
入
れ
、
市
民
や
歯
科

医
師
会
も
含
め
た
関
係
団
体
、

学
識
経
験
者
ら
に
よ
る
委
員
会

を
設
置
し
、
地
域
を
基
盤
と
し

た
市
民
主
体
の
健
康
づ
く
り
事

業
活
動
「
柏
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

静
岡
県
の
８
０
２
０
推
進
員

と
同
じ
よ
う
な
活
動
と
考
え
て

よ
い
で
し
ょ
う
。

出典：厚生労働省

出典：東京大学高齢社会総合研究機構  改編
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柏
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
視
察

　

柏
市
は
千
葉
県
の
北
西
部
に

位
置
し
、
人
口
約
41
万
。
東
京

か
ら
は
30
分
程
度
の
首
都
圏
の

近
郊
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
柏
市

の
中
に
あ
る
豊
四
季
台
団
地
は

昭
和
39
年
に
で
き
た
Ｕ
Ｒ
の
団

地
で
、
高
齢
化
率
が
40
％
を
超

え
て
い
ま
す
。
高
齢
者
が
暮
ら

し
続
け
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う

な
街
づ
く
り
仕
組
み
づ
く
り

が
必
要
な
の
か
。
年
を
と
っ
て

も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
住
み
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
、
言
い
換
え
れ
ば
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
あ
る
べ
き
姿

の
具
現
化
と
し
て
「A

ging in 

P
lace

（
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

自
分
ら
し
く
老
い
る
こ
と
の
で

き
る
地
域
づ
く
り
）」
を
「
柏

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
テ
ー
マ
と

し
て
い
ま
す
（
左
図
参
照
）。

長
寿
社
会
の
ま
ち
づ
く
り
の
は

ど
う
あ
る
べ
き
か
、
医
療
・
介

護
の
連
携
か
ら
高
齢
者
の
住
宅

問
題
ま
で
、
委
員
会
が
連
携
を

取
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

特
に
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
を

迎
え
る
２
０
２
５
年
ま
で
に
、

集
中
的
か
つ
計
画
的
に
市
民
の

健
康
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る

た
め
、
フ
レ
イ
ル
の
予
防
に
取

り
組
み
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
フ

レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
参
考
に
し

て
、
静
岡
県
版
の
オ
ー
ラ
ル
フ

レ
イ
ル
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク

　

フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
は
、
早

い
段
階
で
フ
レ
イ
ル
を
本
人
が

気
づ
い
て
、
自
ら
が
生
活
を
変

え
て
い
く
行
動
変
容
を
促
す
狙

い
が
あ
り
ま
す
。
今
回
、
柏
市

地
域
医
療
推
進
セ
ン
タ
ー
で
視

察
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
営
母

体
は
行
政
で
す
が
チ
ェ
ッ
ク
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
」

が
中
心
と
な
り
、

参
加
者
の
筋
肉
量

や
滑
舌
の
良
さ
、

足
腰
の
バ
ラ
ン

ス
、
イ
レ
ブ
ン
チ

ェ
ッ
ク
な
ど
を
通

し
て
参
加
者
の
フ

レ
イ
ル
状
態
の
チ

ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
が

８
０
２
０
推
進
員

の
活
動
と
似
通
っ
て
い
ま
す
。

●
イ
レ
ブ
ン
チ
ェ
ッ
ク

　
（
簡
易
チ
ェ
ッ
ク
）

●
栄
養
・
口
腔
機
能
チ
ェ
ッ
ク

　
（
深
堀
チ
ェ
ッ
ク
）

●
お
口
の
機
能

①　

咬
筋
触
診

②　

②
滑
舌

③　

G
O
H
A
I

　
　
（G

eneral O
ral H

ealth Index

）

●
運
動
機
能
チ
ェ
ッ
ク

　

フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
指

導
の
下
で
、
参
加
者
の
運
動
機

能
の
計
測
を
行
い
ま
す
。
①
ふ

く
ら
は
ぎ
周
囲
長
立
ち
上
が
り
、

③
四
肢
骨
格
筋
量
、
④
握
力
、

⑤
パ
タ
カ
テ
ス
ト

●
社
会
性
・
心
の
チ
ェ
ッ
ク

　

サ
ポ
ー
タ
ー
の
お
手
伝
い
で

質
問
票
に
記
載

　

何
よ
り
、
サ
ポ
ー
タ
ー
も
参

加
者
も
始
終
笑
顔
で
楽
し
ん
で

フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
印
象
に
強
く
残

り
ま
し
た
。

　

８
０
２
０
推
進
本
部栩

木
厳
也

出典：東京大学高齢社会総合研究機構
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8020県民表彰（10名）
【県知事賞】杉村　　眞（静岡市葵区）
北　　澄子（熱海市）、渡部　幸雄（函南町）、南方　　甫（三島市）、

中澤澄美枝（長泉町）、若林みへ子（富士市）、岡村　久代（焼津市）、

殿村　はる（島田市）、秋田まさ子（袋井市）、古山　道子（浜松市中区）

8020推進財団理事長賞（10名）
　稲葉八重子（伊東市）、與五澤ゆき（函南町）、石井　則雄（三島市）、

　高橋さち子（小山町）、望月　仙三（富士市）、中野　好幸（富士宮市）、

　松本　庄次（藤枝市）、諸田　サヨ（島田市）、藤田恵美子（磐田市）、

　飯尾　清種（浜松市中区）

8020童話グランプリ（2名）
　児童・生徒の部：金澤　柚子（平成20年度最優秀作品・当時中学校１年）
一 般 の 部：田口今日子（平成27年度童話大賞作品）

歯・口の健康に関する図画ポスターコンクール「最優秀賞」（5名）
幼稚園・保育園の部：千須和美妃（こすもすこども園）

　小学校低学年の部：中村　里穂（三島市立北小学校　１年） 
　小学校高学年の部：村迫　七海（沼津市立第五小学校　４年）
　中 学 校 の 部：増元明日菜（磐田市立磐田第一中学校　３年） 
　特別支援学校の部：笹川　祐人（県立富士特別支援学校富士宮分校高等部 ３年）

8020推進員　1万人達成
大嶽　恵子（所属団体：きらり8020ぬまづ）

「平成28年度8020推進静岡県大会」表彰の皆様
（平成28年11月27日 開催）


